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取扱 説明 書 


安全 に ご 使用 し て いた だ く た め に 
取 綴 説 明 吾 を よく お 読み いた だ さき 、 内 容 を 十分 理解 され た 上 で で 使用 くだ さい 。 
9 改良 の た め 、 デ ザイ ン - 仕 和 を 一 欠 更 し て いる 場合 が あり ます 。 で 了承 くだ さい 。 
使用 前 に 必ず お 読み くだ さい 
で の は 55 く 人 イー ツー リフト EX GO 3 4 を ちい 上 いた た だ きま し て あり 9 と 3 きい まし 


を で 他 c な る 
ko て し お 合い くだ 


2 5 ORF と ちり = (の 玖 に よっ て 生計 す る た 
3 了 y 条 か く で 和 い た だ くだ 常人 な を せ て くだ さい. 
CDTTEXS 


各部 の 名 称 
部材 及び 付属 品 
使用 上 の 注意 


吾 和 方 
折り た た み 方 法 
お 手入れ 方 法 


人 本 製品 の ご 使用 は 、 注 意 を る と 大 変 危 険 で す ! 


宮良 で 行う トレ ー ニ ング は 、 ち ょ っ と し た 不 注意 で 大 き な 事故 に つなが り ます 。 
本 寺 に 記載 され て いる 内 容 を 守り 、 自 己 の 机 任 の も と で トレ ー ニ ング を 行っ て くだ さい 。 
お 字 の 不 注意 に よる いか な る 事 光 も 、 時 守 と し まし て は 一 切 の 貢 任 を 負い が ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 


組立 前 の 警告 事項 


ト は 店 用 の 牧 カ トレ ー ニ ング 内 ( フ ィ ッ ト ネス 電 ) 
で 学際 - ス ポー ツジ に 捕 選 不 定 の 人 
に よっ て 人 用 さ れる も の で は あり ませ ん 。 ま た 、 間 の 
上 で は 合用 し な いで くだ さい 。 


は 人 の を 目 和 と し た 押上 で あり 、 全 な 
と し て いま す 。 


に 時 中 する 本 和 を 全 用 し な いで くだ さい 。 
で 所 が 用 を 当 と 學 の た 方 


2 に 人 する 太ら 上 、 ご 公用 く だ さい 。 
生け て いる ちや に ら 人 の 六 を て 
い 2 

9 拓本 の ある な 
8 汚し て いる 、 天 た は 后 の 拉 い の ある 
る 妥 の ある か 

る 宙 な ど 宇 に を お 持ち の 方 
る 直し よう ほら ど 中 に 芝 の ある 

に 和 共 の ちる 大 

ペー スー クー 等 の 人 村人 用 し て 
いる 

店 全 を お ちの 方 @ 計 の 

内 (抹茶 の 性 大 の ある 
る の 時 記 の お る 方 

る り ウ マチ 生ま 作 条 の 

3 の 放 や に より 誠に 上 沈 の ある や 
が が っ て いる 方 

内 ヘル ニケ - 和 人 す べ り 、 生 基 の 
9 放 .、 モ な ど に し びれ の ある 方 

る 放っ 守り 午 や 等 の ある 
る り の ビリ テー ショ ン 有 交 で 用 され る 

上 1 に 人 に を 須 じ て いる 時 


ム 生 下 表せ ー 人 で の 運 和 に 誠 を 衝 じ で いる 
から て を うに 5 かる きる 上 ハロ 


の 全 用 人生 交 は 介 大 90kg で す 。 価 重 が 90he を 
もの 人 有人 と 人 わせ で 

ない で CE さい 。 ご 人 中 
6 人 大 な を 引き 拓 こ す 


太 の 中 は 250 四 で サナ 。 近 250 思 
上 の 洒 作 は お 上 めく だ さい 。 ま た 、 ご 人 1 和 は 
人 用 に な ら な いで くださ い 、 半 民 な ど 、 和 の 消 
褒め る 康 加 な りす 


の 取 抽 明和 有 び 人 は 大 に され 二 す よう お 
記 い しま す 、 近 和 され た 朝生 は お 近 けし か ね る こと 
が あり ます 


組立 時 の 警告 ・ 注 意 事項 


を 誠に わた り ご 公用 いただく た め 、 ポ ルト の 給 ま | 
ビン の 滞り 和 の 所 、 メ プリ ング の 所 
お 、 全 て の 潤 人 に ひび お 守 か な いか ご 和 


を ご 委 で も し く は 、 人 びり 外し た 
玉吉 を 選 こ すれ が お ありま 


所 の 訟 は 所 を し . 和 を 療 な ど し て) 
VNC と に AG いよ うた し て 人 て 


作業 中 カッ ター ナイ ブ な どの 販 や を 
人 は 、 四 り 技 い に すご は くだ さい 。 


投 に 員 が て 拉 っ て いる か 、 めげ ご 還 衣 だ 
いも L 拉 っ て いな い 電 合 け お 呈 で す が - 欠 な カ X タ マー 
スワ リー タグ 『 み 2030 一 1515) まで ご 


投了 、 大 き な グ ラ つき や ガ を つき が な いか 寺 分 
ECS 


使用 中 の 警告 ・ 


注意 事項 


用 に な られ る 前 に は 、 その 義和 当 の 部 が 完全 に 
守れ て いる な 、 消 耗 し て いな いか を ら 了 確 朗 し て くだ さ 
い 。 ボ ルト が ゆる ん で いた 9 が 放し て いる 本 や ご 
人 記さ れ る と 、 天 な を こすれ が あり ます 


2 軍馬 体 り サイズ に あっ た 表し 。 (めった 
2 の あ りす きる は すく く だ S い や の 
I し て く ES い 。 


の 古田 に な り ます 。 


する 列 和 びな 用 | 
の 人 が 人 用 者 、 み び 本 を 
人 を 提 な な を 人 に すれ が あり ます の 
で し て し 6 いで 


し だり ケガ の 腺 還 に なり 


信用 の 昌和 男 に は 決し て 知 な ど で 衣 れ な いで < 
寺谷 きま れ ( は きま 
あり 大府 で す 。 


店 の た め 、 ピ ン や ポール ベ ン 守 を ポケ ッ | 
FI けた まま で の 区 


ため 、 本 お を 和 や 了 台 衝 の か わり に 人 用 し な い 


4 


1O 本 は 1 人 用 で す 。 同 時 に 2 人 抽 上 で ご 人 放 に な 6 な いで 
Cm 


に 后 づ か らい 


1 は しれ る の 家人 し て 和 う の が 人 
な 和合 る ば か りか も ひな く 
ます 


1 は 下 虹 の よう な 証 が 由 時 は 、 之 を 上 し て < 
(めまい 、 ふら つき 。 六 や 江 、 和 昌和 
六合 、 交 の 招い れん 、 四半 が 
の 地上 


は 不 の 人 信人 は を 寺 け て くだ さい 。 また 人 
を し な 6 宮 人 の 運行 わな いで C だ さい 。 


1 上方 は 中 き な お 子 析 が 本 貞 と し て 作用 し な 
いよ ご 和 (だ きい 。 


1 人 人 作 する 時 に は 、 皇 李 や 負 の を 扶 まな いよ うに 
し で くだ 


本 提 を ご 守 用 の に 別して 、 香 に ご 写 い の 
て 引っ て いま す 。 本 休 の 店 ラベ ル を けが し た 


1 の 国 な り ま す の で 、 符 定 の 人 
の 2 ビレ た は 
DE 


ラベル の が できない た 


1 本間 は 放 和 昌 光 の 当たら な い 謀 内 で ご 和 く だ き 
計 や 庫 、 ペ ラン ダ や 和 下 な ど や 、 呆 の い 河 、 
生 の EC な ど で は 析 用 し な いで くだ さい 。 サビ や 人 か 
の 還 に な り ま す 。 


ER 
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お 手入れ に つい て の 注意 事項 
人 AA 注 


1 本 を にわたり 人 用 いた くめ 、 定 に 持 


を 区 きっ て くだ さい 、 また 。 寺 れ が 滞 ち な い 井 は 、 中 和 
の 3 すめ 泊 で き と っ て CESU。 


3 本 半 員 は 、 和 和久 び に 和 を 公用 し て いま す の で | 
ジン ナ ー 衣 系 の 衝 放 で の 手入れ は 有 お 選 け くだ 
回 


そい よう 、 い 場所 で お 使い 


の 前 ( ス ブリ ング ) は です 。 画 呈 が 所 ん で い 
ERO 
に 大多 邊 り 2 マー サー ビス 誠 ま で ご 肖 


保管 に つい て の 警告 ・ 注 意 事項 


1 人 本 聞 で つま ず か な いよ うに 基き 、 笠 に 
2 に る ま の な いせ 
が 


- 呈 そ の 他 の トラ ブル が 守 
が カスタ マー サー ビス 時 


ま 基 基 ご 合用 に な られ ます と 、 サ や 寿 に より 部 導 の 
人 も が" 有 こ る 吉 が あり ます お 員 い 上 げ 日 より 1 和 を ぎ 
(で . 民 人 日 が 上 に て 放 放 で き 昌 は 有 合 に て の 
も っ て お り ます の で お 所 に 着 な カス タマ 
サー ドス まで ご 性 だ さい 。 


1 時 され . 抽 が 合用 され る 電信 は 、 本 生生 
基層 の 上 、 ご 合用 くだ さい 。 また 有人 
きく て も 。 記 の 宅 ( 当 れ ) 有 びす ピ の 生 な ど キ 
され ます の で 、 本 人 和合 有り 束 を 和 記 し 生 
を か お て か ら 、 ご 使い 


: 革 を 京 する と き は 、 お 生ま い の 自活 人 の 拓 に 
人 っ て 各 分 し て くだ su 


\ レ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ 


ド EE すす すす ] 


音 部 の 名 称 部 材 及び 付属 品 


相 名 を あけ まし た ら 組み 立て を 行う 区 に 、 必 ず 和 部局 ・ 付 司 器 が 交 っ て いる か で 和 認 くだ さい 


郭 各 
電 
及 EET3 


PPT 


ラロ ジン ト ま ヌ え ト 


便 C 

朋 | zzzp ズ ペー の ちち 

F コ 

の ea 3 ー 2580aoa 
ラロ ント レッ ダ )ーー ーー 

注 ss ご マ [2] = 一 CO Bye 

内 (レッ ダ キャッ テ - 


使用 上 の 注意 


林 足 ・ 潜 下 ・ ス トッ キッ グ 子供 に 前 らち せ な い 。 
で 使用 し な い 。 か な お 子 立 が 本 本 操 を 各 抽 
を 居 いて 公用 し て く と し て 用 し な いよ うさ 
だ さい 、 直 和 を 四 か ず に 温 SW 


TTFTT4 小さな お 子 簡 や ペッ ト の 


ほか いる 場所 で 使用 し な い 。 
Sefsmig2 呈 が 

巻き 込み 注意 。 を 入れ た り せ ず 、 ま た 物 動 、 

BenCe か Wo イ Re 

ENT KT 

ea2Wsgo | ロック ビン を 本 する 。 (2 所 | 5 いう ET が FCCCE 

HTC 

水平 な 床 面 に | 

に | マッ ト の 上 に 設置 する 。 


紅 の し っ か り し た と ころ 
い 人 お ょ び 抽 上 の 到 人 の 陣 に も 必ず 画 を す る マッ ト な ど 和 を 取 い て 
RE の KW な を | | SO. 計 代 ビ ニル 負 な と) の 上 に で 人 用 し た 人 、 レ ッ グ 
本 し て くだ さい キャ ッ プ に よっ て 床 村 が 記す る 滞り ます 。 


組立 手 MumeaeraeayrmeemysyhseortiengWesotlarrcten) 


ロック ビン 人 還 ロッ クビ ン 和男 


ロッ クビ ン を 欠い フ ロン トレ ッ ク - リ アレ ッ グ を それ 
か 、 肌 び [2 ロッ クビ ン で 本 伯 を 周 定か lay タ ピン 


電 * ー 


スプ リン グ を 取り 付け ます 


人 を て 、 全 も た れ パ バッド を 幸い 友和 の スプ リン グ を 上 の 生 真 の よう に リア レッ ダグ の フッ ク に 3 引導 け で くだ さい 」 


3③ ヘッ ドレ スト を 取り 付け ます 


で 本 LR 


人 ダ レッ ク バ ッ ド を 取り 付け ます ② フロ ント レッ グ を 伸ばし ます 


レッ クッ ド (4 所 を 人 ブ フロ ント スト に ある 


9 人 を 提 さ えな が ら フロ ジ ト レ 
ロン トポス ト の シャ フト に 学 A 2 


の iP 
2 ロン トレ ッ ク 


の 画像 で は 、 分 か りや すい よう に 軍手 を つけ て いま せん が 安全 の た 、 組 人 呈 時 は 性 を 基 用 し て 、 
| た 人 2 人 以上 で 行っ て くだ さい 


調節 方 法 ・ 折 り た た み 方 法 
ヘッ ドレ スト 位置 調節 方 法 フロ ント レッ グ 高 さ 調節 方 法 


ヘッ ドレ スト 間 人 の ノ プ 0 ルト を 人 フロ ント ボス ト の 内 を 押さ えな が 
内 の 人 を え る と と で 、 人 を 事 え と と で 、 フ ロン ト 
ベッ ドレ スト の 位置 を 伯 する と と レッグ の さき を 寅 動 する ど と か でき 


SH 
し た 時 に ヘッ ドレ スト が 吾 
軸 和 3HTR4S 人 RM 
で RU 
ベッド レスト 位 穫 は 3 0mm 
ピチ で 3 和 陣 馬 困 で きま 


折り た た み 方 法 


ます 
レッ ク の 放さ は 』 0 mm ビッチ 
で 3 で きま すか 


に ラー シ 人 ) 
人 K ヘッ ドレ スト と フロ ント レッ グ 本人 を 向き に 信 し ます 。 スプ リン グ 2 本 を 外し ます 
折 調 の を 休 し ます 


たたみ 時 
ロッ クビ ン 伴 還 ロッ クビ ン 位 還 ロッ クビ ン 人 


Ipy ク ピン 


昌一 


一 


も だ れ バ ッ ド を り アレ ッ グ フロ ント ポス 人 の [21 ロ ッ リア レッ グ 錠 の [21 ロ ッ ク ビ 呈 和 に シー ト を 床 に 付け て 
CETRS2 タビ ン を 外し 、 フ ロン ト ボ スト シ を 外し リア レッ グ を り た 充 了 で 


を 折りたたみ ます 久 し た [2 た み ま す . 外 し た 2 ロッ ク 
クビ ン は 、 処 舌 し な いよ ピン は 、 析 し な いよ うに 


AE 
※ 折 り た た み 状態 か ら 使用 状態 に する に は 、 逆 の 手順 ( 国 


) で 展開 し ます 


本 穫 を 挟 に わた り で 使用 いた だ く た め 、 運 動 に より 付着 し た 汗 を 拭き 取り 、 定 期 的 に お 手入れ し て くだ さい - 
男 本 休 : 汚 れ が 沙 ち な い 場合 、 中 人 洗剤 を 清め て 近 き とっ て くだ さい - 


本 回 は 、 浴 加工 及び 部 に 樹 馬 を 使用 し て いま す の で シン ナー 系 や 琶 科 の 強い 洗剤 で の 
お 手入れ は お 遅 け くだ さい 。 


導き > 車 時 


運動 は 無理 を せ ず 、 ゆ っ くり と 正確 な 動作 を 心がけ て くだ さい 。 
慣れ て きた ら 、 1 種目 に つき 10…20 回 ずつ 3… 5 セッ ト を 目 様 に 運動 し て くだ さい 。 


【 シ ッ ト ア ッ プ の 運動 方 法 】 

⑩ 左 図 の よう に シー ト に 腰 を 掛け 、 両 足 を レ 
ッ グ バッ ド 下 部 に し っ か り と 血 定 し ます 。 
両手 を 頭 の 後ろ に 添え て 、 ゆ っ くり 上 体 を 
後ろ に 倒し ます 


9 息 を 吐き な が ら 上 体 を 起こ と し ます , その 際 、 
背中 を 丸め て お へ そ を 見 る つも り で 行い 
ます . 上 体 が 起き た ら 息 を 吸い な が ら 、 上 
体 を ゆっ くり と 元 の 位置 に 戻し ます 。 


EL いい も | に いい 


【 レ ッ グ プレ ス の 運動 方 法 】 


⑩ 左 図 の よう に シー ト に 後ろ 向き に 礎 を 提 
は 両手 を レッ グ バ ッ ド の 一 番 上 を つか ん 
で 上 体 を 少し 後ろ に 倒し な が ら 背もたれ 
バッ ド に 足 を 乗せ な ます. 


9 息 を 吐き な が ら 膝 を 伸ばし た まま 、 足 で 背 
も た れ バ ッ ド を 押し 下げ ます . 押し 下げ た ら 
候 を 吸い な が ら 、 足 を ゆっ くり と 元 の 位置 
に 戻し ます 。 


swemms TMS で 


リラ ックス し て 、 背 中 や 腰 の スト レッ チ も で 
きま す 


北 財 畔 油 


上 記 の 運動 は 、 床 面 に 対し 本 体 が 滑ら な いか 確認 し て か ら 軍 動 し て くだ さい . ま た 、 運 動 中 、 可 動 部 
に 手指 や 業 の 毛 な ど を 挟ま な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 
※ と の 軍法 は イメ ー ジ の た め 、 広 を 保護 する マッ ト を 前 いて いま せん 。 


この 皮 は 、 本 操 を お 還 い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざい ます 。 良 賀 に は 万 全 を 放し て お り ま す が 、 
電 の 人 用 に お いて 、 万 ー 族 了 が 多 全 し まし た と きけ 伸和 に より 押 人 化 理 を いた し ます 。 
保証 規約 


1 通 沿 の 使用 に より 、 万 一 材質 上 また は 構造 上 の 欠 昌 が 生じ た 場合 、 お 買い 上 げ 店 も し く は 当社 の 
サー ビス 息 関 に お 申し 出 く だ さい : 無 仙 で 新品 と 交換 また は 値 理 を させ て いた だ きま す 。 た だ し 、 
以下 の 旦 由 ま た は これ に 準ずる 理由 に より 生じ た 牙 了 等 に つい て は 本 保証 は 適 用 され ませ ん 。 


中 の 大 上 の 不 1 人生 所 き 外 で われ に よる 和 了 
天 、 に よる 本 人 目的 外人 用 

で 区 が TO 和 が 語 で じ た 守 晴 h 学校 ス ポー ツジ 基本 科 に よる 人 
で おい 上 人 の 放 放 に よ る 財 列 、 下 等 日語 外 で の ご 生計 の 

PP 1 の 洒 人 の な 


保証 の 対象 と な る の は 大 体 の み で 、 使 用 に 伴う 浴 癌 は 、 人 証 の 対象 と は な り ま せん 。 
修 還 記 に つい て は 運 人 、 謎 用 は 原 と し て お 客 嫌 に て ご 負担 右 い ます 。 

無人 人 期間 は で 縛 入 日 か ら 1 年生 です 

全 の 迄 用 され な い 故 久 び 人 (1 年 間 ) が 切れ た 後 の 放 際 に つき まし て は 、 有 赴 で 修理 
いた し ます 。 

6 証書 は 主人 行い た し ませ ん の で 、 大 切 に 保管 し て お いて くだ さい 。 


7 人 豆 は お 買い 上 げ 年 月 日 、 到 店 名 、 販 売店 還 が 記入 され て いな いと 舞 芝 で す 。 
介し 、 本 保証 半 は 製品 と 一 緒 に 相 包 され て お り ます の で 、 委 売店 還 が も ら えな い 事 が あり ます 。 


Ap 


その 陳 は 、 レ シー ト を こ て に 添付 し て 、 売 店 印 の 備わり と し て 下さ い 。 
お な まえ 
で 剛 入 店 名 人 
お と ころ 
| に ma Eig ( うー 
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この 件 因 は 、 本 置 に 明示 し た 須 問 、 条 件 の も と に お いて 無 代 修 年 を お 約 来 する 
も の で す 。 従って この 各 研 書 に よっ て 保証 吉 を 発行 し て いる 者 ( 保 古人 者 ) 、 及び 
それ 以外 の 事 抹 者 に 対す る お 客層 の 法律 上 の 権利 を 側 限 する も の で は あり ませ ん 
の で 、 是 間 比 の 修理 等 に つい て 不明 の 六合 は 、 お 買上 の 販売 店 また は 
カス タマ ー サ ービス 斉 ま で お 半 合 せく だ さい 。 

な き 、 こ の 暫 品 の 共用 性 能 部 主 の 上 有 肝 間 は 、 製 造 打ち 切り 後 、 約 2 年 で す 、 
評 し く は 、 カ スタ マー サー ビス 康 ま で お 交 合 せく だ さい 。 
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